
＜こども家庭庁補助事業＞

令和8年度特定妊婦等支援機関ネットワーク形成事業

実施主体：しゃちネット妊産婦等生活援助コンソーシアム

妊産婦等生活援助事業所を設置済の自治体・事業所様へ

妊産婦等生活援助事業所の

機能強化をサポートいたします

アドバイザー派遣のご案内

■＜こども家庭庁補助事業＞令和8年度特定妊婦等支援機関ネットワーク形成事業

実施主体：しゃちネット妊産婦等生活援助コンソーシアム nin-con-contact@shachi-net.com 

利用料

無料



こんな課題、お悩みありませんか？ 実績ある専門家が個別の課題に

寄り添い支援します

【多様な実務者・専門家】

派遣されるアドバイザーは課題・悩みに対応した知見の

ある多様な実務者・専門家です

【専門的知見に基づく具体的支援】

各アドバイザーが専門的知見・実績に基づいて具体的に

ご支援します

【どんな小さな疑問にも】

「こんな簡単なことでも相談していいの？」から丁寧に対

応いたします

人材の質の向上・確保・育成・定

着について知りたい

他事業・他機関との

連携・ネットワークづくり

をしたい

生活援助支援の具体的な

ノウハウが知りたい

これ以外の多様な課題やお悩みも支援します！

妊産婦等生活援助事業所の機能強化に向けた相談・助言・支援を行います



相談・聞き取り

事業所運営にあたっ

て「人材育成に課題

がある」「人材の質

を高めたい」といっ

た相談を受け、現状

や背景、課題等を詳

しくヒアリングしま

す。

計画策定・打診

ヒアリング内容を

もとに、実施計画

案を策定します。

実施計画・ゴール

イメージをご相談

者と確認し、以後

の日程等の調整を

行います。

現状把握と解説 組織内研修案作成 振り返りと提案

＜アドバイザー＞
・人材育成の解説
・研修事例の紹介
・解説をふまえた現
状の疑問、課題の洗
い出し

・必要な研修を検討
する方法をアドバイ
ス

＜対象者＞
・第2回に向けて必要
な研修計画案を関係

者間で検討する

対象者から研修計画
案の提示

＜アドバイザー＞
・研修案へのコメン
トや改善案の提示
・講師等についての
アドバイス

＜対象者＞
・第3回に向けて対象
者は研修計画案を
ブラッシュアップ

対象者から研修計画
更新案の提示

＜アドバイザー＞
・研修計画案へのコ
メントや改善案につ
いてのアドバイス
・今後の継続的な人
材育成に向けた提言

＜両者＞
・今回のアドバイザ
ー派遣について振
り返り

アドバイザー派遣の例 団体ごとの具体的な課題や相談に対応する個別伴走（３回程度）

例えば、
ご相談内容：「人材育成について課題がある」「人材の質を高めたい」
実施内容：研修についての解説を受けて担当者が作成した研修計画をアドバイザーが改善提案する
アドバイザー派遣のゴール：「自組織で継続的な研修ができるような計画づくりをする」
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第１回 第２回 第３回事前調整事前調整



相談・聞き取り

事業所運営にあたっ

てスタッフが不安に

感じていることにつ

いてアンケートを実

施。担当者から地域

特性や利用者の現状

や背景、課題等を詳

しくヒアリングしま

す。

計画策定・打診

ヒアリング内容を

もとに、実施計画

案を策定します。

実施計画・ゴール

イメージをご相談

者と確認し、以後

の日程等の調整を

行います。

現状把握と課題の整理 ケースワークを通した
組織内ワークショップ
の開催

振り返りと提案

アドバイザー派遣の例 団体ごとの具体的な課題や相談に対応する個別伴走（３回程度）

例えば、
ご相談内容：「夜間休日の相談対応、緊急性の見極めや精神疾患などを抱える利用者への対応が不安」「支援
者側の疲弊・支援者側の疲弊や、無力感・葛藤の強まりが強い」
実施内容：アドバイザーと担当者が、支援者それぞれの強みや現場が抱えている課題を整理し、緊急時対応や
アセスメントの視点について助言を行う。
アドバイザー派遣のゴールは「支援者の不安や負担感を整理しながら、チーム全体のアセスメント力・対応力
を高め、安心して継続的な生活支援が行える体制づくりにつなげる」

4

第１回 第２回 第３回事前調整事前調整

＜アドバイザー＞
・インテークに関する
こと

・夜間休日相談対応
・緊急性の見極めと対
応

・チーム内のコミュニ
ケーションやチーム
ワークの課題を言語
化する

＜対象者＞
・ケースワークを通し
たワークショップの
ためのケース選定な
ど準備

＜アドバイザー＞
・誰の何のための生活支援
なのか、支援者それぞれの
考えを共有する

・具体的事例を用いて利用
者理解を深める

・優先順位を整理
・支援者の不安を言語化

＜対象者＞
・トラウマインフォームド
なケアについて知る

・支援者自身が心理的安全
と自己肯定感を感じられる

・自己覚知、自分の考え方
の癖に気づく

＜アドバイザー＞
・日々の業務の中に支援者
のケアを取り組む施策の
提案

・one on oneをエンパワ

メントの場にする方法の
提案

＜両者＞
・今回のアドバイザー派遣

について振り返り



【対象】妊産婦等生活援助事業所を設置済の自治体、

民間団体（事業所）

【期間】令和8年8月～12月

お申込みは6月15日から受付いたします。

申込締切：９月15日（火）17:00まで

初回相談は8月からです。

【形態】個別伴走1～３回程度（組織内勉強会、地域で

の合同研修会、Q＆A等含む）設定可能

【方法】対面・オンライン・電話・メール等ご相談内容・

ご要望に応じて設定

【費用】

お申込みはこちらから
https://forms.gle/rL5snSZiYQbDEx3L7

お申込みいただいてから5営業日以内にご返信いたします。
連絡がない場合は左記のメールにご連絡ください。
迷惑メールに入っている場合もございます。ご確認ください。
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アドバイザー派遣の流れ

■＜こども家庭庁補助事業＞令和8年度特定妊婦等支援機関ネットワーク形成事業

実施主体：しゃちネット妊産婦等生活援助コンソーシアム

E-mail：nin-con-contact@shachi-net.com 

Step1：お申込み
貴団体連絡先、ご相談概要をご連絡ください

お申込期間：6月15日～9月15日（火）17：00

Step2：初回相談・ヒアリング・派遣計画

策定
アドバイザー派遣実務担当者が貴団体の現状や具体

的なご相談内容をヒアリングし、アドバイザー派遣計画

を策定します。

Step3：アドバイザー派遣
個別伴走1～３回程度（組織内勉強会、地域での合

同研修会、Q＆A等含む）設定可能。ご相談内容に応

じて設定します。

無料

アドバイザー派遣概要

＜ご留意点＞
本事業の趣旨に基づき、効果的な支援をさせていただくため、お申込み内容を確認のうえ事務局にて調整をさせていた
だきます。先着順ではなく、内容や状況によりアドバイザー派遣・担当団体のご希望に沿いかねる場合もございますので、
あらかじめご了承ください。

https://forms.gle/rL5snSZiYQbDEx3L7
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